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よるウイルス感染予防効果乳酸麗摂取にL-55 

介*

期待された。そこで，ウイルス感染に対する L-55

乳酸菌の予防効果について，動物実験にて検註した。

出砂

ンフルヱンザウイルスに

対する予防効果

イ2 

マウスにL-55乳酸磁の菌体(lmg/[C)を毎日経口

投与して，投与 15S尽にインブノレエンザウイルス

(A!PR8/34)を経鼻感染させた。その後，体重変化，

ウイノレス感染2臼後の肺中のウイルス数および免疫

調節物質量を測定した。

その結果， L-55乳駿践を摂取していないマウス

(対照群)は，インフルエンザウイルスの感染によって

体重が減少したが， L-55手u竣薗を摂取したマウス
(L-55乳畿菌摂取群)では，体重の減少が有意に抑制

された(陸2)。さらに， L-55乳駿随摂取群では，肺中

のウイノレス数(図 3)および免疫誠節物質の中でも，

特に発熱を引き起こす腫揚壊死因子一α

減少した(国 4)。

インフルエンザウイノレスから身を守るために，

免疫力を高めることは重要であるが，その一方で，

免疫細胞がインフルエンザウイルスに対して過剰

に反応し，体内に腫擦壊死因子一αなどの免疫調節

物質が多量に作られると，高熱が持続して重疲イヒする。
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近年，高病原性鳥インフノレエンザ，口蹄疫，新型

インフノレエンザなど，ヒトや家畜の感染症に隠する

ニュースが話題となっている。細菌やウイルスに

した場合，細菌には多くの抗生剤が存在するが，

抗ウイルス薬は一部のウイルスにしか開発されて

いない。さらに，抗ウイルス薬は感染初期に投与し

なければ十分な効果を発揮しない。したがって，ヒト

でも家滋でもウイルスに感染すると，基本的には日の

免疫力でウイルスに立ち向かうしかない。特に，

にウイノレスが感染すると，感染拡大を防ぐために，

よっては殺処分することになり大きな経済的

損害を生むので，音産農家にとってウイルス感染は

死活問題となる。そこで，ワクチン接種やウイルス

との接触を避けることによって感染をニ予防すること

が重要であり，さらにはウイルス感染に対する，新し

くより効果的な予防や治療法が求められてし、る。

オハヨー乳業株式会社はこれまで，乳幼児糞便出

来乳酸弱であるLactobacillusacidophilus L -55 (L-55 

乳酸磁)が，免疫細胞に影響を与えることによって，

アレルギー性鼻炎やアトピー性皮熔炎といった

アレルギーにおけーる緩和効果を有することを明らか

にしてきた(閤1)1)，九 L-55乳駿衝は免疫系

ることから，感染症に対する効果についても

はむめ!こ

。対露寝霊平

@レ55乳酸麹後取書草
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感染後日数

*:対照喜平に対して統計学的に有愈釜あり (P<0.05) 

インフルヱンザウイルス感染マウスの体重変化に
対する L-55乳首会践の影響
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L-55乳殺菌の電子顕微鏡写真 (20，000倍)
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L-55乳酸菌のインブノレエンザウイルスに対する

効果を，マウスをmいた動物実験にて明らかにした。
しかしながら，本実験はインフノレエンザウイノレス

感染後 2週隈程で致死する，抗ウイ/レス薬の評イ訴に

用いる感染条件にて実施したために， IN薬品では

なく食品である L-55乳酸菌の効果安検証するには，

感染条件が重症過ぎたと考えられた

感染実験に用いられるマウス以外の動物として

挙げられるのは，ニワトリである。マウスとは異なり

家斎で、あるニワトリには，数種類のウイルスの生ワク

チンが販売されている。生ワクチンとは，ウイノレス

を弱毒化したものであり 生ワクチンをニワトリに

接禄すると症状は現れないが，ウイルスに感染した

場合と何様の免疫反誌が体内で起こる。すなわち，

生ワクチンの接種は軽度の感染とも考えられるので，

生ワクチンを用いれば医薬品ほど強力ではない

食品の抗ウイルス作尽をより明篠にできるのでは

と考えられた。そこで， L-55乳酸菌aを摂取したニワ

トリに対する，生ワクチン接穏の影響を調べること

によって， L-55乳駿菌の抗ウイルス作用について

1食言すした。
本実験では，ニューカッスル病ウイルスの生ワク

チンを用いた。ニューカッスル病ウイルスは，ニワ

トリをはじめ多くの家資や野鳥に感染するウイルス

であり，下痢や神経症などの症状が重く， {:云染伎が

高い法定伝染病である。本ウイノレスは，鳥インブル

エンザウイルスと同様に，養鶏生E芸者にとって経済的

に重大な損害をl子えるため問題となっている。

ニワトリに L-55乳鍛菌の障体(5mg/均体重)を

日経口投与して，投与 2および 4週目にニュー

カッスル病ウイルスワクチン(ノピリスNDVcIone30) 

した。その後， 1弘中の免疫細胞の数および

活性を測定し， L-55乳酸菌が免疫力におよ

を調べた。

その結果， L-55乳殺菌を摂取したニワトリ

(L-55乳酸菌摂取若手)では， ウイルスや細弱を体内

から排除する免疫細胞の一種である，キラ…T細胞

(隈 5)と単球数(関 6)が， L-55乳酸菌を摂取してい

ないニワトリ(対照群)に比べて，統計学的に有意に

増加した。また， L-55乳酸菌摂取群においてナチュ
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L-55乳酸菌摂取群

ネ‘対照喜平に対して統計学的に有慈差あり (P<0.05) 

~3 インフルエンザウイルス感染マウスの日市中ウイルス

数lこ対する L…55乳絞言語の影響
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ニューカッスル病ウイルスワクチンを接滋したニワ

トリのlIIL中キラーH:/ll胞数に対する L-55乳酸菌の
影響
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本結果から L-55乳酸菌は，インフルヱンザウイルス

感染初期に，肺中のウイルス数を減少させ，さらに

躍感壊死国子一α最を減少させて，過剰な免疫反応

を抑えることによって，症状を軽減することが示唆

された。
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対照群 L-55乳酸菌摂取群

*:対照群に対して統計学的!こ有意差あり (pく0.05)

図 6 ニューカッスル病ウイルスワクチンを接綴したニワ
トリの取中単球数iこ対するL-55乳絞簡の影響
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対照群 L-55乳酸菌摂取群

キ.対照群に対して統計学約に有意差あり (P<0.05) 

隠 7 ニューカッスノレ病ウイルスワクチンを接干乏したニワ
トリのナチュラノレキラー活性に対する L-55乳鮫簡
の影響

ラノレキラー活性(免疫細胞であるナチュラルキラー

細胞が，ウイルス感染細目包を破壊して，ウイルスの

増殖を抑える活性)も有意に上昇した(鴎 7)。

本結果から，L-55乳駿蘭は体内のキラーT締簡と

単球を増やすこと，そしてナチュラルキラー活性を

高めることによって，感染を抑えることが示唆された。

また，感染から身を守る免疫系は，日甫乳類とニワトリ

でよく似ていることから， L-55乳酸菌にはヒトや

家蔭でも同様の効果が期待できる。さらに，椀点を

変えてみると，ワクチン接種と L-55乳酸菌投与の

併用は，ワクチン接務によって感染前に体内に抗ウ

イルス抗体を作る一方で、，レ55乳酸菌の投与によっ

てキラーT細胞と単球をi穏やし，さらにナチュラル

キラー活性を高めることによって，ワクチンの役割

を補い，より効果的にウイルス感染を予防で、きる可能

性も考えられた。

4. おわりに

マウスとニワトリを用いた動物実験結果から，

L-55乳毅薗は免疫締胞の数や法性に影響を与えて，

抗ウイルス作用を発揮することがわかった。実験条件

が異なるため少々乱暴ではあるが，これらの阿実験

結果を考察すると，インフルエンザウイルスを感染

させた L-55乳酸臨摂取鮮において，肺中のウイルス

数と臆療壊死関子一α量が減少したのは， L-55乳酸藷

の摂取によって，体内のキラーT細胞と単)'~(が増加し，

さらにナチュラノレキラー活性が高まっていたこと

によると推察された。また，免疫細胞の数と活性に

えるという作用機序から， L-55乳酸菌は

インフルエンザウイルスやニューカッスル病ウイ

ルスに限らず，幅広いウイルスに対して抗ウイルス

作用を発揮する可能性が示唆された。

ウイノレス感染の主な予防法は，①ワクチンを接種

すること②ウイルスとの接触を避けること@免疫

力を高めることである。ワクチン接種は，弱議イとした

ウイルスを注射して，感染前に体内の抗ウイルス抗体

を作っておくことによって， 1岐にウイノレス感染しで

も軽症イとする方法である。ただし，感染株とワクチ

ン株が異なると，十分な効果が得られない場合があ

る。ウイルスとの接触は，人ごみを避け，マスクを

し， うがいと手洗いを徹底することによって，

ある程度は避けることが出来る。家畜の場合，飼育環

境の衛生管理，作業者からの感染，外気の流れ，盟主幸る

などの媒介生物による信播防止に注意すべきで

あろう。免疫力を高めるには，十分な栄養と睡眠を

とり，ストレスを減らすことが重要である。

未だに予防と治療法が十分ではないウイルス感染

に対する予防の観点から， L-55乳酸菌は，ワクチン

や抗ウイルス薬の役割jを補う一助となる可能性が

あり，ヒトや家E5が符常的に L-55乳酸菌を摂取する

ことによって，ウイルス感染リスクを抵減できると

考えられる。L-55乳艶衝は安全で安価な食品であり，

副作用の心配もない。また， L-55乳毅誌は既に製品

化されているので，ヒトではヨーグノレトとして手軽

に摂取できる(臨 8)。さらに， L-55乳畿闘は死簡で

も同様の効果を発揮するので，家斎では溺{本を粉末

北して，飼料添加物としての応用が考えられる。今後

もL-55乳駿閣の機能性と応用法について，更なる検

討を加えていきたい。
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i惑 8 オハヨー乳業(株)が販売している L-55乳酸菌の
入ったヨーグルト
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